
 

 

 

 

 

 

令和８年度「いしかわの木づかい表彰」表彰式について 

 

１ 日時   ： 令和８年１０月１４日（水） １１：２０～１１：５０ 

  場所   ： 石川県庁行政庁舎４階 特別会議室 

  授与者 ： 知事 

 

２ 表彰対象者 

 （１）ビルダー部門 

      (株)玉家建設、(株)シモアラ、(株)イング 

 

（２）住宅部門 

・ 清川町の家 

施主、谷重義行建築像景、ほそ川建設(株)  

 

  （３）施設部門 

・ Hirooka Terrace 

(株)北國銀行、(株) 三菱地所設計、清水建設(株)北陸支店 

 

・ 株式会社プロデザイン社屋 

(株) プロデザイン、(株)シモアラ 

 

（４）製品部門 

   ・ MATOBA Chair 

家具工房 LEON 

 

※ 表彰の目的 

建築分野における県産材の利用に顕著な貢献のあった者や、他の模範となる県産材を使用した建築物のほ

か、優れた県産材使用製品等を紹介し普及啓発することで、県産材の利用を促進する。 

 

※ 表彰基準 

・ ビルダー部門 

県産材使用実績が規定を満たす者のうち、上位３者の住宅メーカーを選定 

・ 住宅部門、施設部門、製品部門  

公募された案件について、令和８年度石川県県産材利用推進審査委員会において部門毎に審査を行い選定 

令和８年１０月８日 

森林管理課 

担当者 新谷彰 

TEL 076-225-1643 



令和８年度いしかわの木づかい表彰対象者について 

 
１．ビルダー部門 

(株)玉家建設、(株)シモアラ、(株)イング 
 

２．住宅部門 

・清川町の家【金沢市】 

 
 
 
 
 
 
 
２．施設部門 

・Hirooka Terrace【金沢市】(施主：(株)北國銀行) 

 
 
 
 
 
 
 
・株式会社プロデザイン社屋【小松市】(施主：(株)プロデザイン) 

 
 
 
 
 
 
 

３．製品部門 

・MATOBA Chair（家具工房 LEON） 

（特徴） 

県産杉を柱・梁に多用し、魅力

的な木質空間を創出。県産杉を

用いた外壁と木塀の外観は犀

川川辺の景観に彩りを創出。 

（特徴） 

県産スギや能登ヒバを天井・

窓枠・椅子などにふんだんに

使用し、街中にいながら木の

香りと温もりを感じられる。 

（特徴） 

外壁に県産杉を使用した目を

引く建物。見えない部分にも、

県産杉と能登ヒバを多用。 

（特徴） 

桜の美しい木肌を活かし、伝統

的な木組みで強度を確保。これ

まで活用が不十分だった県産

広葉樹に新たな価値を創出。 


